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Norihiro Sawa 
Abstract 
The delivery ratio in a small crankcase‘compressed two-stroke cycle engine is largely a妊ected
by the pipe length: particularly the longer the pipe length， the lower the engine speed where the 
maximum delivery ratio is obtained. Therefore， for the variable speed engine， itis desired that the 
exhaust pipe length is changed in inversely propotion to the engine speed. 
This paper treats of the theoretical or experimental analysis of the method which the same 





























































分岐管 B-lを用い，排気直管 (ι)と分岐管の長さ (lb1，
lb2)の和，le十lO1および le+lo2を一定とし，分岐点位置 (le)
を変えた場合の給気比 (K-Ko)を図-5に示す。図において，











また分岐前の管長 (le)を一定とし，分岐管長 (l61'ん2)を変えても図 7の如く (K-Ko)曲
線は移動している。このように (K-Ko)曲線は分岐管寸度 (le，l b1'lO2等)に左右されるが，図
中a，_fに対応する図-8のオシログラムによると，排気吹出し圧力波の波形自体は直管型排気
管の場合とほとんど差はなく， ただ le，lO1および lO21こ比例して圧力波の周期が幾分長くなる
に過ぎないようである(図の a，b， cを比較)。




図 6 オシログラム(図 5t乙対応)
(73) 





























le2 = (ß/!e) ・ {'V"，/U二 L~) ・ tan (le/L~)ー 1}/{tan (le/L~)+ V "，j(!e L~)} ( 1 ) 
で与えられる。他方，開口端のインピ戸ダンス Iif土Ii土Oの条件から
1~1= ー (ß/jム)・ tan (ん/L~)1 
ん=ー (s/lbかtan(lb!/ L~) J 
分岐点における体積流の連続条件から
(1/1e2) = (1I~1)+(1/1~2) 
(2 ) 
(3 ) 
(1)~(3) の聯立方程式を解くと，分岐型排気管の等価管長 (L~) を算出する式は次の如く与
えられる。
(jム/!el・cot(lbdL~)十(ι/le) ・ cot (lb2/L~) 




ここに ん1， lb2:分岐管長，ι:排気直管の長さ，fb1， fM・分岐管断面積 v川:クランク室
とシリン夕、、から構成される容積部の平均体積である。いま供試分l技管 B-1(fbl/fe = fb2/.λ宇
0.562)について， (4)式を図式計算すると図-10の結果が得られる。図において，分岐管寸度
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給気比 (K/Ko)Mは条件式3)の計算債 Ze.!fキ 1忌
三ζ






































































クランク室圧縮2サイク lレ機関における分岐型排気管の影響について 625 
すなわち図 16に示す蝶弁部において，弁開度(仇Jιot白川" ， 
jβL一口叫)を考慮しい， 弁が短管側(仇Jんbb仙1，}βLム，)に位置してしい、る場合に
ついて考えると(この場場‘合 Iんo2=1;五iら2)
絞り lにζおけるインピ{タダ奇ンスは， その長さ (lot1)が極く
短かいので
l=-ß ・ lÓt1/(fbt1 ・ L~)
で与えられる。従って Ib1，l~， との聞には
ι1= ι1-ß・ふ，j(fbt1 ・ L~)
(5 ) 図 16 分岐管の燦弁部
(6 ) 
の関係がある。よって分岐点における連続条件および
1/， = (s/}よかtan(lb1/L~) ， ι2 = (s/fO2)・tan(/o2lL!) 
の関係を用いると，蝶弁式分l吹管の等価管長 (V;)は
(凡，jfe)/{tan(lb1/L~)+lbt1 ・ (fb1/)い)/L~}+(fb2/fe)cot (ló2/L~) 
= tan(ι/L~)+Vv，/(feL~)}/{l-'V m/(feL~) ・ tan(le/ L ~)} 
で与えられる。
なお蝶弁が長管側 (lb2， }ム)lと位置する場合には上式の左辺第2項に絞りの項を加えればよ
い。 いま (8)式から L:を求めるに当り，絞り部長さ (hι)の見積りが必要である。 との長さ
lOt1は，弁開口面積 (fot1)に応じて変化すべきものであり，fot1=0のとき，またはfotl=fO1の
場合には lot1= 0と考えられる。いま開口端補正に相当する弁開度補正とでも云うべきものを












t，4. ;f..4.= 1.0 
¥ L.=60く510 
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50 低く(図-18，Le = 20く との比較)，また90 






























































図-22 (K-Ko)曲線 (Le= 10/60) 





















2 N rpm 
図-23 (K-Ko)曲線 (Le= 50j20) 
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次l乙 穿孔型排気管(図-21) の等価管長 (L'~) は， 分岐型排気管に対ーする算出式 (4)にお
いて短管 (hl)が極めて短かいことから，んさん，}ふさβ，fO2さfeと近似すると
cot (lb/L~){l+(fh/fe) ・ tan (lb/L~)/(lh/L~)} 
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れて， 等価管長 (L~) は短かくなるが


























































(3) 分l技型および穿孔型排気管系の等価管長 (L~) は， いずれもインピーダンス理論から
算出することができる (4)式， (8)式， (9) 式)。かくして求めた等価管長 (L~) を用いた排気吹出
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